y マンガの眼© _ 

t 「落差」のおかしさ 


泉 B 之 


終電にちかい中央線が 三鹰駅 ホ—ム 
にはいつてくる。トレンチコ I - ^にソ 
フト帽の男が降りる。同じかっこぅに 
濃いサングラスをかけた連れの男とな 
にか意味深長な会話で別れをかわして、 

男は階段をのぼりはじめる。「 . まっ 

たく」「ひでえ仕事をしょいこんじまっ 
たもんだぜ」「まあ、いい……/……そ 
ぅさ」 「貧之くじひくのはいつも俺だ」 
「、つつ . 」「骨にまでしみる北風だぜ 


ソフト 帽をまぶかにかぶり、コ I -r 
のえりをたてた男が、、っつむきかげん 
に階段をのぼり、改札をとおって 駅前 
広場にでる七コマのセリフが、右の引 
用である。 

一見して怪しい人物のステレオタィ 
プが、 太く 力づよい描線とベタの多用 
によって いっそぅ 効果的に描かれる。 
ふたむかし もまえ の貸本マンガにでて 
きそぅな 雾囲気がただよい、なつかし 
いことばでいえばハードボィルド•夕 
ッチがみなぎる。 

泉昌之の「ロボット」は、こういう始 
まりかたをしている。この暗くきびし 
い表情をもった男が、 最終べ— ジでは、 
しぶり腹に耐えきれずにウンコをもら 


して「ズーッコッ、ズーッコ -ッ」 という 

擬音をはでにひびかせながら夜道を歩 
いている。泉のことばをかりれば、「本 
体」を噴出 させようと 外向する「生理」 
の圧力を'「根性」と「理性」の内向する 
力によって支えていたものがおそらく 
大量に「外界」へでてしまい、男は足を 
上げてはとても歩くことができないの 
だろう。 

しずまりかえった深更の高架下の夜 
道にひびく「ズーッコッ」という足音と、 
おしっこにおきた幼児の「ママ—、ど 
I ろにロボットが歩いて るよ」 という 
セリフの効果は、そうとうなものだ。 

これまでのところ、泉昌之の作品の一 
真価は、こうしたおかしさが、作者の 
平然としたリアリスティックな筆つき 




から想像もできないような落差をとも 
なって一挙に現われるところにある。 

1ガロ J 一九八一年一月号の「夜行」も、 
いわば 「ロボット」と 同じタイプの作品 
であった。同誌五月号の「ウルトラの 
星」が、いまいったような意味での落 
差を生かしたものでなく、類型的とい 
ってもいい平凡なパロデイ(じつは、 
たんなるわるふざけだろう)にしかな 
らなかったことを考えるとき、泉の個 
性の方向性はおのずとみえてくる。 

「夜行」のおもしろさは、「ロボット」 
のそれのように、いかにも劇画的な剛 
直な描線やダイナミックな絵柄によっ 
てフアルスを つくつたこと にもあるけ 
れども、そこでの落差の大きさよりも 
先に、この作品のおもしろさを根源的 
なところで支えたのは、もう一つべつ 
の要素だったともいえる。 

「夜行」の主人公は、やはりハ—ドボ 
イルド劇にふさわしいようなトレンチ 
コートにソフト帽のいかつい男である。 
しかし、かれがこの作品のなかで始め 
から終りまで、はげ - L くこだわりつづ 


けて葛藤するのは、一個の駅弁である。 
たかが駅弁の中身とそれの食い方にか 
んして思弁的に思い悩み、一喜一憂す 
る作品の展開は、そうとうにおかしい。 
「ロボット」にもでてくる「図解」がそ こ 
でもいっそうゆたかに (？) つかわれて 
いた。そうなのだ。たかが駅弁をめぐ 
って、なにから攻めれば破綻のない食 
い方ができるか、めしとおかずの均衡 
を守るには次になにを食うか、 とち ゆ 
うでその順序を再編成するための総括 
と反省 etc 。 このき まじめさのもつ 
おかしさは、「ロボット」のば あいより 
も明確にでている。 

劇画家としてまだ生硬さをのこした 
筆致 も、このおかしさにとってはむし 
ろブラスになってみえる。 「夜行」 の結 
末が、 カツだとばかり思っていたフラ 
ィがタマネギだったと知ったこの男の 
「こんな弁当買った俺がバカだったん 
だ」という悔恨と悲嘆で終わる、どち 
らかといえば予想どおりのものである 
点からみると、「ロボット」の結末のほ 
うがわずかに表現としても、構成とし 
て も、「高度」 になっているといえるの 
かもしれない。 

いずれにしても、ハ—ドボィルドチ 
ックなこわもてのする男の独白劇とい 
うワン•パタ—ンをぬけられるかどう 
かが、泉昌之の今後の しごとの 最大の 
課題だろう。 


梶井•純 
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暴101千代田区神田神保町 1 の 62 


青林傑作シリーズ 各卷 A 5半1: 

1200円 

① フーテン 0) 永島慎 二 

虚構の青春の’中に真の人間の生き方を銳く抉り、 

永島悄こ二がやさしくおに語りかける。 

⑩ 白い伝説 真崎守 

北国の長い夜に語リつがれて来た雪女伝説、 

飛んでる真崎守が新しい神話を送ります。 

⑲狂人関係く第四部〉上村一夫 

大好評上村一夫の 最高 傑作く狂人関係〉完結編ガ 

©フーテン CF ) 永島慎 二 

人生とは何か 7 ……青春とは……。 . 

若き世代の苦と與びの青#残酩物語 

⑪狂人関係く第二部〉上村一夫 

葛飾北斎とめぐる人々のおりなす壮絶なる人間模様。 

⑳ 媚薬行 村野守美 

欲望に揀られる人生、媚薬に託した人の哀れ。 

③寺島町奇譚 滝 田 ゆう 

古きよき時代のド町を絶妙の名人芸で描出する。 

⑫ 泥沼一 どぶだめ村野守美 

巨匠村野守美がしみじみと人生を物語る、好短篇 集。 

㉑ そのばしのぎの犯罪 

く 第二 部〉 永島慎 二 

月刊漫画ガロ大好評連載のうちに遂に完結ゾ 

④ 黄色い涙 永島慎 二 

惝みと與びの W 春をゆく枨人たち 
永_ .がやさし t 、若名たちに送る友坫のが。 

⑬港 野郎にきをつけろ/ 

貨本漫画時代のあの感動がいま鮮かに甦る、 

永島憤二初期名作リパイバル/ 

忽) ブルーセックス 川本コオ 

遠い記值の中から甦える甘すっぱい思い出。 

⑤ だめ鬼 村野守美 

人生の機微を描いて溫かく感動を呼ぶ 
村!! 1 f 守类絶妙の職人芸！ 

⑭ S 未 松本零士 

敷井高志14才、親の知らない世界もある 
これはその親の知らなレ、物語 . 

㉓ 六の宮姫子の悲劇 

^ つりたくにこ 

不条理なたそがれの夜明け、 

酔狂な愚者達が演ずる悲劇的喜劇の馋刺。 

⑥そのばしのぎの犯罪 

く 第一 部〉 

激し t 、け-沈の速命を中.きる男そのばしのき、 

シリ-ズ青ぃヵモメ SIDE ® 永島慎二 

⑬狂人関係く第三部〉上村一夫 

降る雪に、散る花ビラに舞い惑う、画狂北商をめぐる 
鮮烈な人間像。 

㉔ 龍神 村野守美 

求めて追えば逃げ、拒めば追われ、 

真にままならぬは業火現世の無常…… 

⑦狂人関係く第—部〉上村一夫 

の絵帥十.付•夫が描く闽仆扈人北商の生湘! 

⑯ よさこい節 青柳裕介 

郷里.南国土佐を舞台に、デビュー当時の青柳裕介が 
描く珠玉短績集。 

㉕ サロメの唇 手塚治虫 

むかし技崎に青い目の遊女がいた 
異国情緒あふれるエロチックロマン•グ 

⑧青春相続人宮谷一彦 

椒寒のアラスカに説の黄金トナカイを迫う、 

天才宮谷彥が現代に問う青春論！ 

⑰驗雛 村野守美 

巨匠村野守美が性の深淵をえぐる.グ 

⑳ 傀儡がえし 白土 三 平 

赤目の観世苦と呼ばれる正体不明の忍名、 

その不思議な術とは……!? 

⑨ 花いちもんめ 永島慎 二 

メンコのスーパーヒーローナタ政とゆかいな仲間たち 
がく ») ひろげる痛快下町メンコ戦争！ 

⑱ おせん 楠勝平 

ひたすら漫画に命を燃やし若くして逝った楠勝平、 
ここには、素直に涙できる本当のやさしさがある。 

㉗ ぬけられます 滝田 ゆう 

日本的な大衆の欲望と悲願とをとりあげた、 

独自のユーモアの結晶// 


⑳チライ • アパツ f _ 

矢口咼雄 

亡き愛妻の生まれかわ*)と信じ、男は幻の巨 
魚を執拗に追い絞けた…… 

I 現代漫画家自選シ 1 J ーズ 
A 5判 

「狂 葬剣記 政岡としや 兄〇 円 

1 .ノッてる沒1由 i 家政岡としやの佳作短篇集。 

陽[炎 青柳裕介 540円 

デビュー当時の作品で綴る青柳作品の原形。 

よく ふか 頭巾 永井豪 54 〇 円 

m 性と汍念の男快盗よくふか頭巾は今日もゆく — ! 

与太 ほんまりう 5 S 0 円 

古き良き時代を If 泣に姉弟愛を描く秀作。 

男一発 辰巳ヨシヒロ 480円 

u じ作品の m 成に溧う味な亡簋を探り出す！ 

ホンダラ部落 砂川しげひさ 480 F 

飄飄とした描線にのせて贈るナンセンスの体:地！ 

] 黒衣の妖女 平野仁 58 〇 円 

鬼才平!! IK : が秀麗なタッチでおくる快作。 

岩本武蔵 岩本久則 480 R 

イ:灸押とアルセンスの-刀流 W 本ならぬれ本武藏! 

わら草紙 勝又進 6 〇0 円 

農 H の瞰 W を竹设に人の世のはかなさを描く。 

喜劇新思想大系 山上た っ ひこ 

抱股絶倒+笟天動地 X i 離滅裂 | !! ? 

おえんの恋 池 上遼一 480 R 

炎と化した江 M の町女が-人坫炎に燃え盛る。 

上村一夫 600 円 

，.八、ケ饰は k しくて、} 1-:乱锻 n こしのび泣き。 

_正580円続580円続々580円 

_血染めの絞章 かゎぐちかいじ 

蒼き狼の咆哮 佐藤まさぁき 48 0 P 

191は死刑にならない！都会を彷徨する殺人者违 

ヨ 日本チヤンノ《ラ伝 高信太郎 600 F 

f - に汗にぎるしょんべんちびる、古今の縈傑の名勝負 

j 2 .26 杉件を钇明に描 V する！ 

第一部580円第二部580円 
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送料は「性悪猫 J 「クシー君の発明」「タラコクリーム」 
「フープ博士の月への旅」「爆破」が各250円、 

「櫻画報大全」「風の吹く街」が各350円、その他は1冊 
につき各300円かかります。 


評論 


月の光 


花輪和一著 


世人の怨念がうず巻く限り月の光は消え 
ません、何百年でも何万年でも…… 

A 5 91上製 M 入.1400円 





青の時代 安西水丸著 


悲しく、孤独で、透明な意思が、 
弱光の風景の中に鮮かに甦る。 

A 5稍上製貼由入•彳500円 


ピ佐ク々だ著街 異聞 


闍夜にひそむブラ ッ ク ホール 
—度のぞいたらさあたい へん// 

B 5判上製 • 1300円 


专闻 % 


、シリーズ胄いカモメ SIDE ④ 

風の吹く街永*慎 二 著 

出合ぃ • 別れ 

人生の 一瞬を とらえる ユマニスム B4 変形•箱入上製本 

永島情二傑作短篇集 108 頁 （カラー15 頁)/〗 800円 


シ U ーズ育いカモメ SIDE ⑤ 

UU ィのブルース 

オチヤメで楽しいシティ ガールの - _ 

オシャレで優しぃラブスト-リィ氷島俱一: 

A 日判 • 箱 入 上製本/オールカラー72頁/2000円 



永島慎二傑作集 


备卷 /A5W 函人上製本/330頁(カラー2色を含む）/1500円 




0 


第一卷 さんしよのピリちゃん （ fe 女作)/天使のいる街 

/沒困家残酷物語/摱画博物館/はらっぱのも 
のがたり/自画 m 他 

第二巻爱犬タロ/源太とおっかぁ/挙統物語/丘の上 
のホ〇/新雨月物語/生命/オムニバス恋/力 
カシがきいたカエルのはなし他 

第三卷どんぐりと山描/砂山/おしゃベリなトト /H 
本昔話/おふくろ/仮面/少年のいじめっ 

f サブ/青春刺場/海他 

第四卷心の森に花の咲く /ク.ク•ル.ク.ク .パロマ/ソウ 
ルの If さ/青春裁判/少年/旅人くん/フォト 

•夏/遺書 他 


<d 




性悪猫 


やまだ紫著 


せけんなどどうでもいいのです。 
. お日様いっこあれば 

A5« 上製950円 


フープ博士の月への旅 

たむらしげる著 

夢多き大航海時代の月世界探険。 

波乱万丈で驚天動地、 

奇想天外で抱腹絶倒の冒険大活刺ガ A 5稍上製1000円 


ザ 



クシー君の発明 

I 魅惑のォブジヱ夜の星 鴨沢祛仁著 

流れ星がコスモにむかって スパーク 

A 5判箱入上製•1400円 



モヨリノシヨテンマタノ、チヨクセツ…… 
トウシャマデオモウシコミクダサイ。 


青林堂出版 




林静一作品集 

彩色描き版40頁描き下し『花に棲む j 
を初め、マンガにアニメに異彩を 

放つ林静一 のすベて/ B 5稍箱入 • 1600円 


^□クリーム 


渡辺和博著 


正義の筋肉、悪の筋肉、靑春の筋肉、愛の筋 
肉が エ木ルギッシュにまとめあげた 精神の ボ 
デイビルマンガガ 


A 5料 • 850円 



介川賞受賞作家 
尾辻克彦こと赤瀬川原平 
の^2大異色作品集.グ 




虚構の神々 


UFO /. 現代の謎を 追って 

奇才•赤瀬川原平が快刀乱麻を 断つ/ 



A 5 A 上製 a 入 |八 00円 


櫻画報大全 


全国読者の熱望に応えて新装 改訂なった 
名著 『櫻 画報』の 最終 決定版/ 



秋山清著 

郷愁論—竹久夢一5菜|、七00円 

漂泊の詩人•竹久夢二の•郷愁*の本質をさぐ 
り、反逆とは何かを問い正すュニ—クな夢二論 


上野3 志 評 tt 集 

沈黙の弾機 九 八 0円 

赤瀬川原平論、加藤泰論(以上書き下し)、鈴木 
清顒論、怵静一論' ヤクザ映画論、歌謡曲論他 


液辺一衛評 II 集 

異端の唯物論 九 八 0円 

60年安保以来派生した幾多の問埋と真摯に取リ 
組んだ画期的論文集-—ソ連官僚制社会主義論 


野本三吉著 

爆 破 六八0円 

<コミューン〉を求めて彷徨ぅ著者が若松との 
対話から人間の原質を間ぅ術撃のドキュメント 


一203— 




























あきれたもんだよ、ヵエルのショ 
ンベン。 

これは御存知フーテンの寅のセリ 
フだが、最近の寅さんは、ほとんど 
こういつたことを口にしない。日本 
共産党的善導主義で、すっかり借り 
てきた猫、いや、居つきの猫みたい 
におとなしくなり、良識的になり、 
トラヤでゴロニヤンとばかりに喉を 
鳴している寅さんでは、似合わない 
のであろう。だから、わたしも、こ 
んなセリフを想い出したのは、最近 
の寅さん映画を見たためではない。 
家の近くにある小和甶公民館という 
ところで、この五月にやつている映 
画村にかかった、森崎東の一九七〇 
年の作品『男はつらいよ•フーテン 
の寅』を見たためである。 

森崎•寅は、居つきの猫ではなか 
った。あくまでも一人孤独の野良猫 
だった。そして、前記のセリフを、 
見上げたものだよ屋根屋のフンドシ 
とワン•セットで、しきりと喚いて 
いた。わたしは、そのことに改めて 
感心したのだが、いま、白い紙をじ 
っと睨んでいるときにそれが浮んで 
きたのは、この映画を反芻していた 
がためではない。そうではなく、一 
枚のビラ、というか、挾み込み、と 
いうか、それを見たためである。 


それは、つい、この間買った文庫 
本の間に入っていた。だから、大き 
さも、そこに収まるくらいのものだ。 
中央に、髪を梳いている女の写真を 
ボヵして入れ、その右側に、「明治 
の女は、熱かった」といぅコピーを 
赤で入れてある。左側に、「樋ロー 
葉•たけくらべ\にごりえ」といぅ 
文字がある。むろん、本の広告だ。 
そして、それだけなら、わたしも納 
得したし、あるいは、納得しすぎて 
ほとんど目にも止めなかったかもし 
れない。 

ところが、そこには、オマケがつ 
いていた。樋ロー 葉……の隣に、円 
地文子•田中澄江 H 訳という文字が 
あつたのだ。これには、こっちの目 

目安箱⑩ 


がひっかかった。カチ—ンときた。 
いったい、「訳」とはなんじやい、 
訳とは、と思ったのである。で、折 
りたたまれたビラのなかを開けてみ 
た。と、『金色夜叉』は森敦の訳、 
『高野聖』は秦恒平の訳、『不如帰』 
は沢野久雄の訳、そして、訳でない 
ものは「編」になっているが、それ 
には、『吾輩は猫である』を山本健 
吉が「編」といぅのまである。これ 
が全部で十巻、版元は、学研。まっ 
たく、あきれたもんだよ、カエルの 
ションベン。 

いったい、どぅして『たけくらべ』 
や『金色夜叉』を訳さなければいけ 
ないの。あるいはまた、『高野聖』 
を訳してどうするの、と、わたしは 


いいたい。版元の説明によれば、明 
治の文学は、難解な文語体が多く、 
昭和の私たちには読めなくなってい 
るから、わかりやすいように、現代 
語に訳すのだ、という。ホウ、そう 
かい、と、わたしは思う。そういえ 
ば、いかにももっともらしく聞える 
が、本当に、そんなに明治の文学と 
いうのは、「難解な文語体」かね、 
といいたくなる。たしかに、『たけ 
くらべ』は文語体だが、声を出して 
読んでいるうちには高校生でもわか 
るはずで、『源氏物語』などとはま 
ったく違う。まして『高野聖』に至 
っては、文語体ですらない。 

むろん、わたし•のようなオジンは 
基準にならない、といういい方はあ 
ろう。しかし、わたしなどは典型的 
な戦後教育派で、漢字制限なども一 
番ひどい ときに 育ったクチだ。いま 
だって、書き順はきわめていい加減 
だし、文字も知らない。石川淳など 
にいわせれば、文字通り、眼に 一丁 
字もない手合いだ。ゴケンソンをな 
どといわれちゃかなわんから、あえ 
て恥を申しあげれば、大学生になっ 
ても、清々しいなどという文字を見 
ると、ウン、これは、セィセィしい 
か、などと首をひねっていたくらい 
のものだ。だからいまだに女房に、 


上野昂志 

わかりやすくということ 


^ . \ 
力 H 几 SC よ乙 V 厶は 
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お前さんは教養がない からと いわれ 
ても、まことにごもつともと、首を 
うなだれている次第だ。 

そういった、昔だったら車夫馬丁 
に等しい——オウ、ごめんよ差別し 
て——手合いでも、高校生のときに 

『たけくらべ』など読んで、ちゃん 
と感動までして、最後のところなど 
暗唱していたのだから、 こ、 っいうと 
きに文句をつける権利はある。もち 
ろん、清々しいだの形々しいだのに 
ついては、右に申し述べたとおりの 
始末 だから、どこまで 理解が 届いて 
いたかは、保証の限りではない。い 
や、理解 どころか、いまから振り返 
ればどっと汗の吹き出すぐらいの誤 
解、曲解 も平気でやっていたろう。 
しかしそれでも、強がりをいうよう 
だが、わからないところはムニヤム 
ニャで 素っ飛ばしても、もとの文章 
にじかに触れることで、その調子、 
息づ かい、リズムといった，ものは、 
たしかにこの体で感得することがで 
きたのである。であればこそ、いい 
加減不良がかって、親の目を盗んで 
はロカピリー喫茶に潜り込んでいた 
ガキでも、『たけくらべ』の結末に 
胸をつまらせなどしていたのだ。 

それを、わかりやすい現代語に訳 
すとは、いつたいどういう了簡かと 


思う。いや、わたしは、訳によって 
原文の香り高い調子が損われるとか、 
内容が稀薄になるとか、そういった 
原文第一主義でこういうことをいっ 
ているのではない。 教養 主義や 文化 
主義で文句をつけているのではない。 
そうではなく、これは皆さんには難 
かしくて、食べこなすには骨が折れ 
るでしようから、易しくかみ砕いて 
あげましようといった式の、何が何 
でもわかりやすく、 抵抗が 少なくて 
すむようにという配慮に、お節介に、 
どうにも腹をすえかねているのであ 
る。冗談じやねえや、まつたく。わ 
かりやすいということが、そんなに 
大事なのか、と思うのである。 

しかし、どうやら、最近の世相は 


まさしく、わかりやすいことが価値 
になっているらしいの だ。 そして 少 
しでもわかりにくいこと、難しいこ 
と、呑みこむとひっかかって抵抗が 
あること、そういつたことはょくな 
いというふうになっているら. i いの 
である/もっといえば、少しでも調 
子の違うもの、質の異なるものにじ 
かにぶつかるのを回避するというエ 
合に なっているの だ。 むろん、たと 
えそうであっても、それが個人の気 
分であるなら、わたしはあえて文句 
はつけない。お好きなょうに、とい 
うだけ だ。だが、 現在はそうではな 
い。自分の現在の気分や雰囲気にと 
つて異質なものをあらかじめ回避し、 
それを、できるだけ「異和」のない 


ものに変えていこうという力学が、 
まさしく 制度としてわれわれのまわ 
りにはびこっているのだ。ここでは 
異質なもの、眼ざわり耳ざわりにな 
るものは、すべからくその角ばった 
ところを落― i て丸く3ていき、そう 
なって初めて受け入れるという強制 
力が働いているのである。 

「難解な文語体」だから現代語に 
訳すな どと いうのも、そのひとつ 
である。難解なものを、難解なまま 
丸 かじりにして 何が 悪い？ 舌 ざわ 
りが悪い？うまく喉を通らない？ 
それとも 消化不良で 下痢を起す か。 
上等じやないか。下痢して全部が流 
れ出しちやったって、結構な こと だ0 
そういうものを 丸 かじりにした経験 
だけは、 消化が いいようにかみ 砕か 
れたものを口にすることによっては 
決して得られないものだからである。 
それに、文学にしても何にしても、 
われわれがそれに触れるのは、決し 
て消化を目的とするからではない。 
とりあえず、 それが食ってみたり触 
ってみたりする気を起さすから、手 
を出すのである。いまの社会は、そ 
の欲求を、保護と管理によって奪い 
とろうと するので.ある。と同時にま 
た、異質なものにぶつかる経験を奪 
いさるのである。 
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表紙がうれしかった 

佐藤多佳子 (郡山市) 

ガロを定期購読しはじ办てもう三年 
になります。つりたくにこさん、素敵 
ですね。ォージ様も実に良い。杉浦日 
向子さんも好きです。 

この頃は村野守美先生が少し淋しい 
です。 もっ とがんばって欲しい。「か 
わら もん」の シリ I ズが好きです。 ま 
たゼヒ描いて欲しい。 

谷弘兒さんもおもしろいなあ。、っん、 
実にガロは幾度ょみかえしてもあきま 
せん。今月号は表紙が林静一でとても 
うれしかった。 

「ガロ」はいつまでもつづいて欲しい 
(セツジツに)。他におもしろいまんが 

の本がないから . 。編集部の皆さん 

も、体に気をつけてがんばって下さい。 

中学校の先生は『ガロ』を 
生徒に紹介すべきだ//: 

水音六郎 (杉並区) 

中学二年生の頃の事だったと思う。 
ポクの大好きだった理科の都丸先生に 

『おまえ、漫画を読むなら、コ—ユー 
のを読まなくちやダメだヨ J と言われ 


て、僕は『ガ ロ』 にでっくわしたのだっ 
た。中学の先生は、『ガロ』を生徒にぜ 
ひ紹介すべきだと、ポクは思う。 

それから：十数年の月日が流れた。 
色々とつらい事もあつたし'、っれしい 
事もあったけど、十数年間、 r ガ ロ』 は 
ポクの『心のささえ J だつた。 

この頃は、感動することがわりと多 
い。尾辻克彦先生が、芥川賞を優勝し 
たと知つたときは、ウレシクテ色々な 
人にその話をしたけど、ポクのマワリ 
の友人のひとたちは、さほど感激して 
いる人がいなくて、ウレシサを分かち 
あえず、モノタリナィ気持になつてし 
まつた。 

マチス展とても良かった。鈴木翁二 
さんの『こくう物語』もとても良いと思 
います。ポクはうれしくなつてしまい 
ます。それから' ナベゾ I さんの『夕 
ラコクリ—ム J も良いと思います(マ 
ツドネスぐらいおもしろい n )。 それか 
ら、ずっ と 前に安部憒一さんの ヒドィ 
悪口を書いてた人がいたけど、ヤング 
コミックだったと思うけど、それに載 
つてた作品は良かったですよ。ヒドイ 
悪口を書いた人は、ソレを読んでから 
もう一度考えなおしてもらいたいと思 
います。 


それからポクは、杉浦日向子さんか 
とても好きです。荒木先生には、感激 
させられっぱなしです。山田紫さん、 
谷弘兒さんも好きよ。それに、ノリマ 
ンは、ニナ•ハーゲンにマサルトモオ 
トラナィくらい良いと思います n : 

山田先生、もつともつと 
感動さしてな!!; 

東山秀樹 (大阪市) 

6月号は、ごっついよかったと思う 
たんよ。なかでも、「地獄のサラリ— 
マン」のあの寒さはすごかった。何か 
を暗示してるようやった。それに、「ば 
らと拳銃」の独特な地域、おれらのま 
わりにも、知らんとこに、あるんちや 
うかと思うたで。次は「ロボット」、前 
半は泉昌之べ—スに引きずりこまれ、 
少しくどい所もあったが、何といつて 
もォチが最高やった。 

そやけど、オレはあいかわらず「し 
んきらり⑷」がいっちやん好きや。ち 
よつとまちがうとオモロないようにな 
るのに、每回每回感動させられっばな 
しや。オレもよう「〇 X のうちは、シ 
ユーマィにしよう油つけとつたで一」 
とか、「あいつ所は、おにぎりにのり 
まけへんで一」とか、よくゆうたもん 
や。するとおかんは、「人とこは人や 
で」とゆうたもんや。バナナの話も、 
今でもきかされる時があるんや。昔は、 
「へ一」と思って、「なんでバナナが上 
等やねん。才かしなこというな。」とし 
か思えへんかった。そやけど、今聞く 
と「苦労してんな一」としんみりするん 
や。山田先生の作品は、ふっ、とすぎ 
てしまうような会話のやりとりを、実 
にうまく表していると思うんや。もつ 
ともつと感動さしてな、とペンをとる 
ぼくでした。 










p . s •最後のよびかけアリガト ゥご 
ざいました。 、 

「DY — 28 J 批判状 M : 

吉田弘子(福岡市) 

先日、友達の家にてガロを発見!!: 

中学校の頃、奇人で有名な(私は単 
なるマイナー指向型人間とみていた) 
友人かよくもってきてたもんですから、 
なつかしくなって、つい読次耽りまし 
た。 S 55.10 月号でした。 

菅野修さんの「笛」は、何度読み返し 
てもあきず、その才能には驚嘆せずに 
はいられませんでした。しかし、あの 
くらいの人間段階に達した人の毎日を 
考えると、こっちまで悲惨になってき 
ます(現実はそうでもないかも知れま 
せんが……)。 

それと、上野昂志さんの「目安箱」も 
おもしろく拝見させていただきました0 
自分が心で思ってて、口では表現でき 
ないことを、他人がずばりいってくれ 
たりすると、まさにその通りだと思っ 
てうれ しくな るんですよね。 

さて、その中でただ一つ、関ロシュ 
ンさんの 「D Y — 28J という作品は感心 
しません。あれは明らかに「ライ麦畑 
でつかまえて」のリメイクです。とは 
いえサリンジャーに共感する人は多い 
し、 構成としてあれはあれでいいと思 
いますが〃バナナフィシュに最良の日" 
のアイデアをそのまま使用しているの 
はあんまりだと思います。人はどうか 
知れませんが、私には興ざめの箇所で 
した。 

タラコステツカ活用法 

加茂峰子(佐賀県) 

こないだ佐賀からやつて来て、青林 


堂様にいろいろとお世話して もらっ た 
者てすが覚えてくれてますか？ とに か 
くあこがれの青林堂へ行けて今なお興 
奮覚めやらず、毎日踊っております。 
本当に、 紅茶 御馳走になったり、タラ 
コス テツ カ3枚 も おまけして もらった 
り、 もう 感動で 涙チヨチヨ切れです。 

タラコ ステツカは一度はりつけると、 
もうそこから移動させられないので充 
分にその威力を発揮しないと思います。 
そこであたしの場合、安全ピンとフエ 
ルト 布で もって「特製タラコ ワッペン」 
に加工して活用しています。胸につけ 
たり、お尻につけたり、 とても ハツピ 
—で、健康で文化的な最高の生活を営 
めます。 

あ一でも本当にガロって最高 n : 湯村 
&糸井、渡辺センセのセンスは超|級 
品で大好きです。でも、つげ義春セン 
セにまでは、底の深さを含めて、まだ 
充分に届いてないみたい。他誌に載っ 
てた「必殺するめ固め」 を 読んだ ときの 
どうしよう もない行き場のない シヨッ 
クは、「ねじ式」 を 完全に上回りました。 
つげセンセのセンスは古くさ過ぎて、 
あたしらにはかえって目新しく写るん 
ですよね。 

とにかくガロのセンスを上回る雑誌 
は、 今だかって読んだ覚えがありませ 
ん(おせじ抜き)。失礼だけど、一見文 
明開化の明治おじいちゃん風の長井さ 
んのどこに、こんな超一流センスとパ 
ワーが潜んでいるのでしょうか？ 

あたしはガロとストンーズなしには、 
今のところ生きてく気力がありません0 

通信欄 

_漫画専門の古書目録を年4回 ( 3 • 6 • 
9.12 月)発行。ご希望の方は年間購読 
料千円お送り下さい。 


〒194東京都町田市南大谷ニニニ七—73 

〈赤沢充〉 

■貸本漫画、漫画雑誌、単行本その他 
マンガに関するものなんでも買います。 
リストを送つて下さい。 

〒 186 東京都国立市東 1 — 11 37 

コーポ池谷 203 号 〈須賀典夫〉 


锣ガロ 6月号に紹介した ナベゾ 先生の 
タラ n クリ—ム T シャツを予約製造す 

るそ一です//:製造元は ブキミな 活動を 
続けるおなじみ 面白貼紙 協会で、申し 
込み方法は左記の住所宛に T シャツ代 
二千 500 円と送料の 300 円を現金書留また 
は郵便振替でお願いします。 (〆 切は6 
月末日までの消印)サイズは M と しが 
あるそ一 ですから書き忘れない ように 
//:実物は2色刷りで タラコもちゃん と 
赤いからね1//: 

〒 160—93 新宿北郵便局内私書箱2063号 
『タラ n クリ—ム T シャツ係』 

振替口座—東京 2—81420) 

©今月渡欧される 荒木経惟 氏は連載を 
10社もかかえているが渡欧前にニヶ月 
分の原稿を全部渡してしまうという、 
絶対に連載の穴はあけないゾ//:と秒刻 
みのスケジユールでガンバツテいる、 
やっぱり荒木さんは スゴイ 人だ、その 
スゴイ荒木さんの本がここ三ヶ月間ぐ 
らいでドツと出てしまう。今月はその 
ドツ とでる内の二冊を紹介しちゃう、 
まずは冬樹社から「写真||」(予価二 
千円) 32 頁の撮り下ろしとその現場を 
再現したライブ楽写だそ一だ6月1日 
〈写真の 日〉 発売というのがナンとも 
ニクイ //:もう一冊は アノ 集英社から出 
る「写真 小説」 (予価千八百円 • 6月 
20日発売)写真で小説やっちゃうなん 
て荒木さんの発想はいつも豊かで スル 
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ドイ //: T - 人集英社も荒木さんのゲ—ジ 
ユツについにヒレ 7 してしまつたとい 


W 〈殺風景〉浜田蜂朗展 

期間 6月9〜15日(日曜日は休館) 
時間10時〜5時半まで 
場所日本橋小西六フォトギャラリー 
今後日本の写真界を背負って立つ浜田 
氏の個展です、写真に興味のぁる人は 
是非行ってみて下さい。 

秦演劇団「黄金箱」主演山口美也子 

期間 6月4日〜10日 
開演夜7時 ( 7日マチネ3時ぁり) 
場所下北沢スーパ—マーケット 
銭 前売千三百円当日千八百円 
問合せ0( 394 )3 2 2 5演劇団まで 
一億人のお姉様山口美也子がリフレツ 
シユ して今年この舞台に賭ける迫力の 
舞台です//: 


②『ハナ クロ 探検隊』(けいせい出版- 
定価560円)ガロで描く「育の時代」に 
代表される叙情的な作品とは違つ た、 
もうひとりの剽軽な水丸さんの世界が 
楽しめる本。そのまま切つて作れるェ 
作のぺ—ジには、紙相揉やふく笑いな 
ビむちつて、こ a で i 60 円は安い//: 


③ 『才— ロ ラ』(ブロンズ 社•定価千 
400 円)"森の奥の永い睦言"というサ 

ブタィトルで、 ひさう ちみちお 先生が 
全篇描下したというタマラナィー冊で 
す。ところで ビックニユース 来月号の 
巻頭はひさうち先生だから絶対見逃し 
たらアカンぞ//: I 
"> •1 


「カタジケノ 

ございません 
—編集部 —V 


6月号のやまだ紫先生-しんきらり 
⑷」のネームの一部か編集部のてち 
がいによりおちてしまいました。読者 
の方々及び先生には深くおわび申しあ 
げます。次のようになります ので、 補 
足してお読み下さい。本当に申訳ない 


© 『もだえ苦しむ活字中毒者地獄の味 

嘈蔵』(本の雑誌社•.定価千 400 円) 
「本の雑誌」の名物編集長椎名誠氏の 
スーパ I エツ セイです。それにしても 
この本のタイトルスゴイな1//:-あの 
ぉ『もだえ苦しむ活字中毒者地獄の味 
4日蔵』 ありますか？」「え一と『もだえ 
苦しむ活字中毒者地獄の味 t 日蔵』は売 
り切れました。」「じや『もだえ苦しむ 
活字中毒者地獄の味增蔵』は今度いつ 
人りますか？」「え一と、お一い『もた 
え苦しむ活字中毒者地獄の味噌蔵』い 
つ入るかな一!?••」 
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